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幼児が一人一人の 良さを生かし 友達や教師と 共に 

元気に生活するための 援助の工夫 

一国行事への 取り組みを通して 一 

[ 要 約 ] 

園生活の中で 幼児一人一人が 自分らしさを 発揮して意欲的に 遊び。 いろいろな経験をして ，望ましい方向に 

変容するための 援助の工夫について ，国行事への 取り組みの中で 幼児の思 いや 良さをとらえることに 視点をあ 

てながら研究を 進めてきた，その 結果，①多くの 幼児が行事への 取り組みの中で 自分らしさを 発揮し充実感 

や 満足感を味わうことができた。 ②仲間の中の 自分の存在を 実感し ， 良 い 刺激を受けながら 遊びに発展が 見ら 

れた。 ③園生活への 意欲が育った。 などを確認することができた。 

  口 幼児の良さが 生かされる 園 行事 口 仲間と 創る国 行事 口 国行事年間指導計画 

1  テーマ設定の 理由 生活に対する 意欲や満足感，充実感を 味わってほし 

幼児期は，人間形成の 基礎を培う大切な 時期と言 いと願っている。 

われる。 幼児期における 生活の体験がその 後の「 人 幼児があ りのままの自分を 出していく 時 ，うまく 

間 らしい育ち」を 左右すると言っても 過言ではない。 い くこととうまくいかないことが 生じるが，その 中 

特に心を育てる 教育の大切さが 強調される 今 ，一人 で 相手の思 い を感じたり，自分の 思い る 確かめたり， 

一人の良さや 可能性を生かすことが 保育に求められ 友達の中の自分を 感じたり・自分を 修正したりして 

そのことに 2 0 人間としての 生きる力が培われるも また。 自分を出していくことができ ，そのことが 共 

のと考えられる。 に 育ち合うことへとつながるように   思う。 また， 共 

現代の幼児を 取り巻く生活環境は ，少子化や核 家 に 育ち合う園生活を 願 う時 ，これまでの「幼児と 共 

族 化が進み，特定の 人との付き合いが 多くなり， 人 に 創る」を心がけてきた 園 行事のなかで ，「仲間と 

開関係が固定化され ，かかわり方も 表面的になりが 共に喜びや楽しさを 共有する」「友達と 遊びを広げ 

ちであ る。 そのため多くの 人々と親しみ 支え合って 工夫するきっかけとなる」「互いの 良さが生かされ・ 

生活するための 自立心や人とかかわる 力を養 う ため 良 い 刺激を受ける」などの 点において，国行事のも 

の 阻害要因が多い。 つ 保育の意義を 確認することが 多かった。 

これまでの園生活を 振り返って見ると ，自分の思 そこで。 園 行事への取り 組みの援助を 幼児の望ま 

いを生き生きと 伝えてくる子もいる 反面，自分のや し い 成長発達のためのひとっの 手だてと考え ，幼児 

りたいことが 見つけられず ， 登園 後もボーッとして の 思 い 0 表し方や良さをとらえることに 視占 をあ て 

過ごす 子 ，友達や教師に 自分の思いをうまく 伝え ろ ながら，その 良さが生かされる 援助の工夫を 考えて 

れずに乱暴やわがままな 態度をとる 子 ・いっも教師 みたい。 

の側に い 6 千・同じ遊びを 繰り返し遊びに 広がりの そ う すれば，園生活の 中で幼児一人一人が 自分の 

見られない子など ，自分の良さを 充分に発揮できな 良さを発揮して ，友達や教師と 共に元気 よ く生活で 

ぃ 姿も見られる。 きるとうになるのではないかと 考え ，本 テーマを 設 

教師として，一人一人の 幼児が園生活の 中で自分 定 した。 

の力 を充分に発揮しあ りのままの自分を 友達や教 

師 に受け入れてもら ぅ 喜びや・友達の 良さに触れ 互 

い に影響しあ って育ち合ぅ 体験を積み重ねることで 
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Ⅱ 研究の目ヰ 票 

国行事への取り 組みを通して 一人一人の良さを 生 

かし元気に生活できる 幼児を育てるための 援助を 

工夫する。 

m  研究の仮説 

Ⅰ 幼児の生活の 流れに沿った 園 行事を計画すれば 

一人一人の良さが 生かされるだろう。 

2  個々の幼児の 思い る 受け止め，仲間と 共に創る 

行事のもち方を 工夫し共感したり・ 互いに認め 

合ったりすることによって ，元気に生活できる 幼 児 が育っであ ろ 、つ 
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教師も幼児の 心に共感し ， 温かく受けとめなが 

ら一人一人の 幼児の存在を 認め，その子なりの 良 

さを見つけて い く気持ちを失わないようにするこ 

とが大切であ り．そ う すれば幼児は 安心して自分 

らしさを発揮して 生活できるものと 考える。 

2  その子らしさを 支えるための 教師の姿勢 

(1) 幼児のあ りのままの姿を 肯定的に受け 止め 

る。 

幼児の行動そのものを 肯定するのではなく ， 

その行動の底にあ る感情の動きを 肯定する。 

(2) 一人一人の幼児の 心に添 う 

幼児の生活に 共感しつつ，幼児の 立場に立っ 

た 見方，考え方をしょうと 努力する。 

(3) 幼児との信頼関係を 築く 

園が安定した 場になり． 自分のやりたがこと 

がやれ，言 い たがことが言えるようにする。 

(4) 多面的に幼児を 見る 

保育後のミーティンバで ，各教師の気づいた 

こと感じたことを 話し合う。 そうすることで 

一人一人の幼児への 理解を深める。 

(5) 教師や友達。 周囲の環境とのかかわりの 中 

で 見る 

幼児がどんなきっかけでどのように 変容した 

か，幼児の内面的な 変容を捉える。 

(6) 一人一人の発達の 過程から見る 

幼児は身体的．精神的発達の 個人差が大きい。 

一人一人の人格を 認め，その長所に 目をとめ 

る。 

幼児の気になるところにいっでも 目を向け 

るのではなく ， どういう時にニコニコしてい 

るか，どういう 時に意欲をもっているかなど 

とと，幼児の 光るところを 見つける努力が ノ、 

要であ る。 

その子らしさを 良さとして，あ りのままを 

受け止めていくことは 容易ではないが ，幼児 

の内在的な良さを 知ろ う とする教師の 姿勢が 

大切であ る。 
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3  教師の援助 

幼児が一人一人の 良さを生かして 意欲的に遊び ， 

いろいろな経験をして．望ましい 方向に変容でき 

るための教師の 援助の方向性として 次のようなか 

かわりを考える。 

幼 児 に か か わ る 

幼 児 の 求 め て い る も の を 感 じ と る 

良 さ を 見 つ け る 
  

⑧ ㊤ ⑧ ㊥ ⑧ ㊥ 

思 雰 衣衣衣 去 自由 動 考 

囲 え 業 ｜気 主日 き 方 ぃ 

  良 さ を 生 か す 援 助 を す る   

受容的にかかわる 共感的にかかわる 志向的にかかわる 技術的にかかわる 

  慰める   共に考える   励まし見守る   教える 

  許す   共に楽しむ   期待する   手 Ⅰ云う 

  抱く   共に喜ぶ   認める   見本を見せる 

・見守る   パイプ役になる     悔しがる 

  悲しさを受け 止める   代弁する   モデルになる 

  幼児の反応を 見る l 
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図 1  幼児の良さを 生かす援助の 方向性 

4  園生活と 園 行事とのかかわり 健やかな育ちを 願 う 営みと言える。 国行事もまた ， 

行事は幼児の 生活と常に密接にかかわり ，その 幼児の楽しみや 喜び ， 共に共感しみえる 生活の中 

多くが生活そのものの 中から生まれ ，幼児の心に から生まれるものであ る。 

楽しさを誘い ， 忘れ得ぬ思い 出をつくり・ 幼児の 仲間と共に創 り，幼 Ⅰ 巳 自身が自分達のものとし 
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て 実感できる 園 行事は，仲間と 共に生活する 楽し 

さを体験させてくれる。 更にその中で 友達の良さ 

に気づいたり ，互いに良い 刺激を受け合うことが 

でき生活への 意欲が育つ。 

また，国行事とは 特定のねらいによって、 あ ら 

かじめ計画した 日時に ョ 日日常的に特別な 経験を組 

織し 保育効果を高める 活動として 捉 える。 この 

行事の中には ，次のようなものが 考えられる。 

・幼児の成長の 節目を祝ってやるもの ( 入園 式 ， 

修了式・誕生会など ) 

  日 常の保育活動のまとめとしての 性格をもっも 

の ( 運動会，作品展・ 生活発表会など ) 

  固 外の活動 ( 遠足，見学，観劇など ) 

・保健や安全管理面から 必要なもの ( 発育測定， 

健康診断，避難訓練，交通安全指導など ) 

行事の基本的な 計画は教師が 立案するが，行事 へ 

の 取り組ませ方についてはできる 限り幼児の自主 

的な取り組みを 可能にする よう に配慮することが 

大切であ ると考える。 

教師との信頼関係に 支えら 

れた生活 
興味や関心に 基づいた生活 友達とかかわって 遊ぶ生活 

生活の流れに 沿った 園 行事 

ワ 仲間と共に過ごす 楽しさを体験できる 
く 

ウ 良 い 刺激を受け合う 

ワ 友達の良さに 気づく 

  ワ 遊びが広がる 

ワ 一人一人の発達が 促される 

    

先生大好き   やってみたいな 友達っていいな 

信頼関係を築くことにより 主体的に環境にかかわる 力が 友達とのかかわりをとおして 

幼児の心が開かれる 育つ 社会性が育っ 

自己存在感   思考 カ 自己発揮 

信頼感 判断力   思いやりの 心 

豊かな心情 表現する喜び 集団への参加意識 

知的好奇心の 芽生え 

感動する 心 

生 活 へ の 意 欲 

@ Ⅴ １ 

図 2  園生活と国行事とのかかわり 
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V  研究の実際 
1  園 行事年間指導計画 [ 幼児の姿とその 良さが発揮できると 思われる行事とのかかわりをを 考慮し年 

間 指導計画を作成した ]   良さが発揮できると 予想される場面 

期，   

幼 

旧几 

の 

姿 

  
ね 
ら 
リ マ   

予 

目し オ、， 

さ 

れ 

る 

行 

事 

  

J 四 % 

境 

及 

び 

援 

助 
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  不安な気持ちが 取り除かれ，自分から 好きな遊 

びに関わったり・ 友達がやっていることに 興味 

をもち同じことをやりた い という意欲が 出てく 

る 。 

  園生活に慣れ 周囲の友達への 関心が強くなり 

2 ～ 3 人の友達ができてくる。 

  喜んで 登園し 教師や友達とふれあ いながら 園   友達との遊びを 楽しみ，試したり 工夫したりし 

生活に慣れる。 て 遊びを広げて い く。 

行事 名 

  入園 式 

  交通安全 

指導 

  あ さが お 

の種まき 

  子供の日 

集会 

・誕生会 

  お好み焼 

き / ト テ ィ 

ね ら リン 

  今日から幼稚園生になったんだと 

いう 喜びと希望をもっ。 

  楽しみながら 交通ルールを 理解す 

る 。 

  開花への期待と 喜びを体験する。 

・元気で強 い 子に成長する よう に こ 

い のぼりを掲揚 し ・みんなで祝う。 

・大きくなることにあ こがれを抱き 

喜びを感じる。 

友達の誕生口を 祝う。 

(2 期， 3 期・ 4 期， 5 期へ ) 

  前年度の園児が 今年度の園児のた 

めに栽培してくれた 野菜を収穫 し 

て 味わう。 お兄さんお姉さんにあ   

りがと う の気持ちをもっ。 

行事 名 

  春の遠足 

  芋の植え 

つ け 

  親子ミ ニ 

運動会 

  父の日 

  牛 乳 

パック 

プール 

  国外保育 

  一 学期 

終業式 

ね ら レ Ⅰ 

  地域の公園や 自然に目を向け ，ノ J 、 

動物や自然物を 見つけたり遊具を 

使って楽しく 遊ぶ。 

  芋 のり X 穫に期待し， また植え付け 

の 仕方を教えてくれたおじいさん 

に 尊敬の気持ちをもつ。 

  親子で歌やダンス ，体操，障害物 

競争などを楽しみ ，スキンシップ 

をもつ。 

  お父さんに感謝の 気持ちを込め プ 

レゼントを作る。 

  廃品を利用してみんなで 楽しい 遊   

具を作り遊ぶ 喜びを味わう。 

水 あ そびに慣れる。 

  せ みとりを楽しむ 中で生態や命に   

気づく体験をする。 

  - 学期間元気に 楽しく過ごせたこ 

とを喜び ， 楽しい夏休みや 三 学期 

にも期待をもつ。 

  教師と触れ合う 機会を多くし 気持ちの安定と 

親しみがもてるようにする。 

  家庭でも遊んだ 経験のあ る遊具を中心に 用意し 

ひとりひとりが 安定して遊べる 場を作る。 

  事前に調査 表 に目を通して 幼児の大まかな 家庭 

環境や生活の 状況を把握しておく。 

  好きな遊びが 充分楽しめる よう に教材の種類， 

内容，置き場所など 活動の様子を 見ながら設定 

する。 

  生活を楽しむ 体験を増やせるような 場を作る。 

動植物，廃品コーナⅠ大型積木等 

  - 人 -. 人の子どもをよく 理解する努力をし 集団 

生活の仕方を 個々に合わせて 指導する。 
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2  検証保育実践 

( 例年 4 期と 5 期に分けて行っている 運動発表会と 生活発表会を ，今年は子どもの 姿と園の実状を 考慮 

して， 4 期にまとめて 行うことを計画した ) 

Ⅲ 主題 

「にこにこなか よ し発表会」 

(2)  目標 

共通の目的に 向かって，自分の 思いや考えを 出し合い，友達や 教師と共感したり ，認め合ったりして 

取り組むことで 生活への意欲を 高めて ぃ { 

(3) 設定理由 

幼児は友達や 教師と生活を 共にする中で ，感動を共有し ， 互いに影響を 及ぼし合って 生活の幅を広げ 

てい く。 これまでに子ども 達は ， 様々なあ そびや行事への 取り組みを体験して ，相手の気持ちに 気が付 

いたり，自分の 気持ちもコントロールしながら 互いの気持ちの 結びつきを深めてきた。 また，「 00 ちゃ 

んは，かけっこが 得意。 ムムちゃんはやさし い 」など，友達の 持ち味がわかり ，それを認めることもで 

きるようになってきた。 このような体験の 積み重ねは，集団の 中の自分の存在や 友達の良さに 気づき， 

自分らしさの 発揮や生活への 意欲へとつながっていくものと 考え ， 次のような実践を 行った。 

(4) 集団における 実践 

① ねら ぃ 

  「にこにこなか よ し発表会」に 向け，みんなで 考えを出し合い ，協力して成し 遂げる喜びを 味わう。 

  友達の考えや 思い る 受け入れたり 認めたりすることで ，友達の良さに 気づき仲間と 共に過ごす 柴 し 

さを味わう。 

援助のポイント 

・幼児同士が 話し合える場面を 多くつくる 

・友達の思いに 気づくような 言葉かけを心がける 

  幼児の思 いが 出せるような 雰囲気を づ くる 

  課題が見つけられるとうに 個々を把握する 

  幼児のもつ良さを 他児 にも伝える機会をつくる 

② 活動内容 

・発表会の種目や 係をかんなで 決めたり，また ，その方法やすすめ 方などを全園児又はチームの 友達 や 教師と相談し 協力して取り 組んで ぃ { 

  種目や係の選択は ，クラスの枠を 解きそれぞれの 幼児の興味や 関心に合わせて 選択する。 

③ 活動の経過 

口 良さの場面 ⑧良さの 促え                                                 援助 

一 「発表会ってなあ に」…… 1 1 月 2 1 日 ( 金 ) 

幼心合同の運動会が 終わり，園庭では 体を思いきり 使ってリレーや 竹馬や縄跳び ，缶 ゲタ等で元気よく 遊 

ぶ 姿が見られるようになった。 日々の遊びの 様子を帰りの 会を利用して 他児 に伝えたり，また 個々の 頑張 

りを全体の場で 認めてあ げる機会をもつようにした。 挑戦して頑張っていることを 友達や教師に 認めても 

らう体験の積み 重ねが更に活動への 意欲につながり ，また 他 児への刺激となっていろいろな 活動に意欲的     

に 取り組む子が 増えた。 「なかにしようち ぇ んって楽しい 遊びがたくさんあ って楽しい」との 声も聞かれ 
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  るようになる。 教師が「去年のお 兄さんやお姉さん 達も楽しい遊びを 考えてやっていたよ」と 投げかけて 

みた。 「どんな遊び ? 」「竹馬もやっていたの ? 」との声が挙がる。 そこで去年の 生活発表会のビデオを み 

んなで見ることになった。 ビデオの中で 舞台に張り出された「はっぴょうかい」の 文字に気づいた 子から 
  

「発表会ってなあ に ? 」 の質問が飛び 出す。 そのことをすこし 取り上げ話題にしてみた。 以前に経験のあ 

る 子がかんなの 前に出て話してくれる。 「自分の得意な 遊びや頑張っている 遊びをお家の 人に見てもらう 

んだょ 」「おどりとかもやる」「歌も 歌 うょ 」「保育園でもやったことあ る」 などと教えてくれた。 「みんな 

だったらどんなことがやりたいか」などの 話に発展し「やってみたい」「 柴 しそう」の意見が 出てみんな 

で 発表会をやることに 決定する。 

⑧ 疑問に思ったことを 言葉にすることができる。 

⑧ 自分が知っていることを 友達に教えてあ げることができる。 

  

            幼児が疑問に 思ったことを 教師がすぐに 答えるのではなく ，幼児に返し 一緒に考える 中で友達の存在           や   良さの発見にっながる よう にして ぃ { 
  

「なにを発表しょうかな」             1 1 月 2 5 日 ( 火 ) 

最近興味をもって 取り組んでいる 遊び，過去に 経験したことのあ る遊び，去年のビデオを 見て興味をもっ 

た 遊び，人気のあ るテレビアニメなどが 挙がる。 その中から子ども 達の思 いと 教師の思い る 合わせ発表 種 

目を決めることになった。 その結果・跳び 箱 ・縄跳び， 竹馬・ダンス・ 合奏・ ポケ モ ノ の紙芝居・歌に 

決定する。 

  

              幼児の興味や 関心を把握しながら 共に考える。 

              できるだけ多くの 子供達の意見や 思いが生かせるような 種目の決定をし 一人一人が意欲をもって 取             

り   細めるようにしてい { 

  

  

「どの種目に 拐ヒ我 しようかな」‥‥‥ 1 1 同 2 6 日 ( 水 ) 

子ども達の遊びへの 興味や生活の 流れを考慮し 教師で話合った 結果，ひとり 二種目出場の 解体とすること 

にした。 張り出・されたそれぞれの 種目の緒に名前を 書いてもら つ 。 

  

            自分でまだ名前の 書けな い 子は教師が手伝ってあ げる。 

  

「こんなことがやりたい」             1 1 月 2 7 日 ( 木 ) ～Ⅰ 2 月 1 日 ( 月 ) 

縄跳び…サッカースキップ ， まえとび，けんけんとび ， 歩きとび。 トランボリン 縄跳びが挙がったが・ 舞   
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白 での発表となるためトランポリンは 場が狭く危険と 思われたのでやめることにする。 

竹 馬…乗れる子と 乗れない子が 集まった。 「竹馬乗れない 子がいるけどどうしようか ? 」 と尋ねてみ 

た 。 「教えてあ げる」「乗れる よう に何回も練習すれば いい 」「 っ かんであ げる」 と言 う 。 「まえ 

あ るき」「ジャンプ」「階段あ るき」をすることに 決まり乗れない 子への補助役としてⅠⅠ   可 下ら 

こせんせ い 」も登場 する。 

跳び 箱 …Ⅲ分たちが 発表したいものを 子ども達に出させ ，それを実際にやってみてできそうなものを 決め 

ていった。 「 4 段跳び」「マットで 側転」「マットででんぐりがえし」をすることに 決まる。 

ダンス…女の 子たちのチームとなった。 「どんなダンスが 踊ってみたい ? 」との質問に 以前誕生会で 踊っ 

たことのあ る「ポンテげんき」や「ロックンロールオムレツ」「エイサー」が 出た。 子ども達の 

興味とアレンジを 生かせそうな 曲という占から「ロックンロールオムレツ」に 決まる。 

合奏 @ 使う楽器をひとつずつ 紹介し興味をもたせる。 教師があ らかじめ用意しておいたいくつかの 曲を 

楽器を交代して 何度も楽しんだ 後に，発表会でやりた い曲 ・「クラリネットをこわしちゃった」 

と「踊ろう楽しいポーンチケ」にしぼった。 

紙芝居…子ども 達の大好きなキャラクタ 一のひとっであ る ポケ モ ノ の紙芝居がやりた い という希望が 多く。 

題名もみんなで 考えて「 ピ カチュウ とミュウ のだいぼうけん」となった。 好きな食べ物や 乗り物 

などをスト一 リ 一に登場させ ，場面 短め グループを決めた。 スト一リーはバルーブを 中心にして 

みんなで考える。 

⑧困っている 友達をなんとかしてあ げようとするやさしい 思いやりの気持ちがあ る。 
  

            みんなで同じ 目標に向かってイメージを 出し合って取り 組んでいけるよう ，なるべく一人一人の 思い           

            を Ⅰ云え合う機会を 多くもっ。 

            発表会が楽しんで 遊ぶ活動の延長となる よう 種目に弾力をもたせたり ，友達や教師と 共に楽しさを 共             

          有していける よう にする。 

  

「発表会の名双を 決めよう」…… 1 2 月 2 日 ( 火 ) 

「なかにし発表会」「たのし い 発表会」「かんなでがんばる 発表会」「ポケモン 発表会」「なか よ し発表会」 

「にこにこ発表会」「もりもりがんばり 発表会」「わくわく 発表会」と楽しい 名前がたくさん 出された。 そ 

の中からその 意味を考え子供達の 意見を聞き「にこにこ」と「なか よ し」を合体させた「にこにこなか ょ 

し 発表会」とすてきな 名前がっいた。 

⑧発表会を楽しいものにしようとする 思いが感じられる。 

「どんな係があ るかな」…… 1 2 月 3 日 ( 水 ) 

発表会にはどんな 準備や係があ るか全体で話し 合う。 教師も仲間のひとりとして 一緒に考える。 

看板 係 …来てくれたお 客さんが場所を 間違えないようにする。 

かざり…お客さんもわくわくしてくるしみんなもいい 気持ちで発表会ができる。 

プロバラム 係 …次は何をするか ，お客さんがわかるようにする。 
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「せんせ い ，どの係になるかも う 決めてあ る」             1 2 月 4 日 ( 木 ) 

登園 するとすぐに「せんせ い，僕 どの係になるかも う 決めてあ る ょ 。 昨日から決めてあ る」とはりきっ 

ている。 早速みんなで 集まり，自分がやりた い 係を選んで， 各係 に分けられた 色 画用紙に名双を 書いても 

ら、 っ 。   係をイメージして 選ぶ子，好きな 友達と一緒に 選ぶ子・慎重に 選ぶ子，なかなか 選べな い 子は 
教師が個々に   捜いる 聞いてあ げながら選択できる よう にした。 

⑧生活発表会を 幼児なりにしっかりととらえ ，自分なりの 目的を見つけることができる。 

⑧係を選ぶにしてもその 子なりの選ぶ 理由があ りそれぞれの 思いをもっている。 

  

            選べな い 子にはどうして 選べな い のだろうと肯定的な 関心を寄せ，それぞれの 子の持ち味や 良さが 発           

揮 係の選択ができ できるような る よ う に見守り ， 時には教師も 相談ににのりながらどの 子も主体的に 

活動できるようにしてい { 

  

「係の仕事を 相談しよう」…… 1 2 月 8 日 ( 月 ) 

番係に分かれて ，自分の係はどんなことをするのか ，どんなふ う にやりた い のかを話し合う。 

看 板……どんな 看板を作ろうか 相談する。 「箱 を重ねてからやったら ? 」「いろんな 色を使 う といいと   志、 

ぅ 」「ポケモ ノ は ? 」「きょうりゅ ぅ は ? 」「二匹作ろう」 など意見が出された 結果，きょうりゅ 

60 看板に決定する。 

⑧ 自分の考えを 伝えたり，友達の 考えを受け入れたりすることができる。 

飾 り・…‥あ る程度教師も 提案する機会をもち ，みんなで同じイメージをもって 取り組む。 

プロバラム…去年の 発表会のプロバラムを 参考に話し合いをする。 「ふたりで ぺア を組んでやろう」「 字 

が 書ける人と絵が 描ける人が組んだらりいんじゃない ? 」 と意見がでる。 「① 一 ⑩のプロバ 

ラムがあ るけどどうしようか」と 聞いてみたがピンとこない 様子だったので「自分の 出番の 

プロバラムを 作ったら ? 」と提案し ぺア を組んでもらい 相談しながら 担当のプロバラムを 

決めた。 

⑧ どうすればうまくいくか 役割を理解して 行動しようとできる。 

マイク……発表会のプロバラムを 知らせ．その 中から自分がやってみたい 場面を選びアナウンスを 担当す 

るが，自分の 出場種目の方がアナウンスをイメージしやすいので 担当はなるべく 出場児の中 か 

らィ央 めるようにした。 

手 紙……どんな 手紙の内容にするか ，なるべく子ども 達の考えが引き 出せるようにしまた 字が書けな 
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い ・子は絵を担当してもらうことでどの 子にも意欲がもてるようにする。 

  

            それぞれの子の 持ち味が発揮できるよう 個の様子を把握し 他児 にも伝える機会を 多くもつようにす           

        る 0 

  

「プロバラムに 楽しい名双をつけよう」…… 1 2 月 9 日 ( 火 ) 

出場するプロバラムに 楽しい名双をつけ ，他のチームや 家の人にも知らせることにしたらどうだろう 提案 

する。 いろいろ楽しい 名前が出され ，その中から 多数決で決定する。 

( みんなでオリンピック ) ( なわ とびがんばるぞ ) ( みんなでダッシュ だ ) ( げんきにがっそう ) ( ぴかちゅ 

うとみのうのだいぼうけん ) ( たのしい オムレ、 ． ソ ダンス ) 

  

            子どもだけで 行 6 発表会にこだわるのではなく ，教師も仲間のひとりとして 参加し一緒に 考え 柴 し           

          む 姿勢で援助していく。 
  

「僕の係はこんなことをやっているよ」             1 2 月 1 0 日 ( 水 ) 

事を進める。 

  
  

            取り組みが義務的なものとならないよう ，活動の中でその 都度話し合ったり 個々の取り組みの 様子を           

          認め励ましながら 主体的に関わっていけるように 援助する。 

            それぞれの個々の 持ち味が発揮できるよう 個の様子を把握し ， 他児 にも伝える機会を 多くもつように           

            する。 
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  「にこにこなかよし 発表会」でやる 種目を他の 
幼 クラスの友達や 先生と一緒になって 楽しく 取 

場 所 遊戯 室 ( がんばりまんの 部屋 ) づ各係の コーナー 0 組んでいろ。 

児 
  発表会ではどんな 係が必要か，また 自分はどん 

  自分の思 、 っ たことや考えたことを 出し合っ な 係になりた い かなどをみんなで 話し合って 
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( プロバラム 係 ) 

図 7  「絵を描くのだ 一 いすき， 

だからプロヴラム 係 だよ」 

J4 

( 話し合い ) 

図 8  「かんなで一緒に 考えると 

楽しいことができるよ」 

( お手紙 係 ) 

図 5  「 00 君は字を書いて 膿は絵を描くから」 
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一 公開検証保育以降の 活動 一 

「失敗は成功のもとになるよ」…・ ，， ] 22 月 1 2 n ( 金 ) 

時には活動が 行き詰まりを 見せたり，予期せぬハブニンバが 起きたりもしたがその 都度子ども達を 集め」 

緒 に考え話し合うことで 解決していくようにした C 
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「にこにこなかよし 発表会」リハーサル ( パート 1 )              1 2 月 1 5 日 ( 月 ) 

本番と同じようにプロバラムに 沿ってひととおり 通してみる。 

「にこにこなかよし 発表会」リハーサル ( パート 2)              1 2 月 1 9 日 ( 金 ) 

本番と同じように 衣装をつけてやってみる。 

「にこにこなか よ し発表会がんばるぞ」             ] 2 月 2 0 日 ( 土 ) 

いよいよ本番，朝から 「きょうの発表会，大成功するかな」「先生ドキドキするね」 「お客さん集まって 

いるかね」とわくわくどきどきしながらも ，意欲満々の 子どもたちだ。 緊張感の中にも 家の人に見ても 

もう 喜びがどの子にも 感じられた。 

⑧ 緊張しながらも 頑張ろ う とする，発表会への 意欲が感じられる。 

  

            これまでの発表会への 取り組みの過程を 誉めたり，家族の 方々が園に見に 来てくれたことを 共に喜び           

ながら。   どの子も自信をもって 発表できるように 励ましてい { 

  

(5) 検証保育の評価 

く 子どもの声 ) 

良 さ 
  竹馬はにこにこして 楽しかった。 

  た いし 君が字を書いた ょ ，ぼくは絵を 描いた。   初めて「ちびっ 子先生」になれてうれしかった。 

楽しかったよ。   や 一す一と ， か い とと一緒に ポケ モ ノと 跳び箱 の 

  ( わたしの好きな ) ロック ン オムレツを踊ったか 絵を描いた。 字は練習しているから 簡単だよ。 

ら 楽しかった。   ( プロバラムは ) 全部はかけないからっ ね あ き 君   
  跳べなかったけど 頑張って跳んだから 楽しかった。 にも手伝ってもらった。 

  ( マイクでお話しする 時 ) ゆっくりと大きくしゃ 生 活 の 意 欲 

べったよ。 
  まなみさんが 跳び終わって・ 次 あ やの番になって 

  ・ 千 ・話の歌も歌えるようになった。   胸が ドキンドキンした。 
  みんなとおしゃべりもしない．ケンカもしないか 

  ダンスをやって・なにか 心もいい気分になって 楽 
もいい気持ちだった。 しかった。 
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  く 結果と考察》 

  自分らしさの 発揮ができた ，生活への意欲が 出た，自信につながった・などの   点において幼児 

の 育ちを確認することができた。 

  一人一人の幼児の 考えや思いを 他児 にも伝える機会を 多くもち，共に 認め合い・励まし 合えた 

ことが一人一人の 意欲につながったと 思われる。 

  園生活の中で 自分が興味や 関心をもったあ そびの延長としての 発表種目の選択が 自分らしさの 

発揮につながったと 思われる。 

  係 の一員としての 自覚をもち，仲間と 共にその役割を 果たせたことが ，それぞれの 幼児の自信 

につながったと 思われる。 

  教師もそれぞれの 持ち味を発揮して 全職員で全園児を 育てようの姿勢をもって ，どの幼児にも 

進んでかかわり 連携を取り合いながら 保育を展開できたことが 幼児のもつ良さを 発揮する要因 

のひとつになった。 
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(6)  抽出 児 A 男における実践 …「 A 男の育ちを見つめて」 

じ れまでの A 男の姿 ] 

活発に活動し 元気があ る。 特に製作や砂あ そびが好きで 夢中になって 遊んで い ることが多い。 反面，学級 

で 一斉活動をする 場に戻ることも 遅くなりがちで ，話を集中して 聞く時間が短い。 また 園 全体でひとつの 目 

標 をもって取り 組む活動では 集団の中に入ろうとせず ，教師が無理に 誘うことが時には 不満を招き友達との 

トラフルに発展することもあ る。 ケンカ っ 早いところもあ る。 
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援助のポイント 

  A 男の良さに目を 向ける 

  A 男の良さを 他児 にも伝える 

  A 男 と他 児 の思い る 伝え合い一緒に 考える 

  全職員で A 男を育てる姿勢をもつ 

② 活動内容 

  友達と カ を合わせて発表会に 取り組む。 

，悪いや 考えを伝え合 う 。 

一良さ                     援助 

r  l l/2 7   

A 男の出場する 紙芝居チームで ポケ モ ノ の紙芝居を作                                                                                     

ることになった。 「せんせ い ，ポケモ ノ の紙芝居つくる                 教師に伝えて 来る目 

チーム終わるの 早い一」「もっとやりたい」 A 男の興味 

んだよ」「いっもテレビで 見ているからわかる」「 芝 紙屑 
        る 活動がきっかけ ; 

                向かって取り 組む : 

                感を味わってほし し 

のあ る活動が取り 上げられて良かった。 
          をした。 

教師も「楽しみだねえ」と 言葉をかける。   
  描
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        好きな遊びに 集中して取り 組む A 男の 

          るので， A 男の取り組みの 姿勢を大事 

          見守って い くことにとにする。   

良さ が 感じられ 

  にしてしばらく 

  

  
受 情も明るい 0 興 

ヒなって，友達と 

穏しさ，やり 遂げ 

ハと， 思い言葉にし 

  
味 のあ 

目標に 

  る 充実 

て 期待 

    

図 9  「ゆっくりゆっくり ，丁寧に描こう」 
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1 2/  2 

今日も紙芝居チームの 活動の時間になると 腰をかがめ 

て，丁寧に丁寧に 描いている。 時々「 スー おまえちゃん 

と ぬれ 一 」などと， A 男なりのアドバイスを 友達にする。 

  

        友達の行動にも 日を向けることが - こ き，一           

          緒 に力を合わせないとうまく い かなむなる         

        ことも A 男なりに @ じとってきているよう         

          なのでその取り 組みの様子を 全職員に伝え           

        話題にする。 各教師がタイミンバをみて A         

          男の頑張りに 対し言葉にして 励ますこと           

        にした。   

1 2/  9 

「せんせい，もうちょっとで 完成するよ」と 自分から 声 

をかけてくる。 完成への期待と 喜びを伝えたい 気持ちが 

表情から伺える。 

  

          紙芝居チームの 目標に向け，活動の 充実を           

        味わっているようだ。 自分の思いを 言葉に           

          して教師に伝えてくる A 男の気持ちを 感じ           

        「早く紙芝居チームの 発表がみたいねえ」           

          と 教師も共に完成が 近 い ことに期待し 共感             

          する。   

1 2/1 0   

もうひとつの 出場種目であ る竹馬も努力して 上手に乗             事あ る毎にトラブルの 中心にいた A 勇力 咽っ               

れるようになった。 チームの中でまだ 乗れない友達の 補           ている友達に 対するやさしい 思いやりの 一             

助 としての「ちびっこ 先生」の役割を 希望する。           面を知ることができたことはなんと 嬉しい           

だ。 と   そのことを 他児 にも伝え誉める。     

一一 1 2/ ⅠⅠ 

係は自分から 進んでマイク 係に希望する。 アナウンスの 

ことばについて 係の友達と一緒に 話し合い練習する。 

( 少し話し合いに 時間がかかり 集中できない ) 

T 「 A 君はなにを紹介してくれるの ? 竹馬だった」 

A 男 「跳び 箱 だよ」 

(A 男の番になり 一生懸命話そうとするがマイクが 一本 

しかなくうまくいかない。 一 退屈し始める ) 

T 「 A 君，も う お話し合いやめる ? 」 

A 男に れ 楽しくない」 

T 「じゃ 一 マイク 係 やめちゃうの ? 」 

A 男 「昨日はやりたかった」   
(M 男の気持ちを 確認しながらマイク 係の友達や教師と 

話し合う ) 

T 「 A 男君，やりたくないって 言っているけどみんなど 

ぅ 思う」 

M 子 「お母さん達がっかりする」 

H 男 「発表会がメチャクチャになる」 

S 子 「あ きらめないで 頑張らないといけない」 

A 男 「マイク係はやめたくない ，明日は頑張る」 
1 子 「 ゆ びきり け   んまんもしたら」 

@ など，それぞれの 気持ちを話してもら ぃ 解決する。 

図
 
1
  
 

 
 

  0 「僕がつかまえてあ げるから・頑張って ね」 

  

          マイク保全体の 活動を進行させた い という           

        教師の ， 思いが先行してしまったようだ。             

          ( 教師のリードが 多すぎた。 マイクが二本         

        必要だった ) 

          A 男の気持ちを 受け止めながらその 場面を           

          通してかんなで 考える機会となった。 

          A 男は集団の中の 自分の存在を ， 他児は仲           

          問 としての A 男の存在を確認することがで           

          きた。   
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図 Ⅱ 「一生懸命マイクに 近づいて話そうとする 

A 男 」 

図 13  「友達と一緒に 元気一杯歌う」 

Ⅰ三ユ 12  「 自 Ⅰ言をもってマイク 係 」 図 14  「意欲と満足感に 満ちた笑顔で」 

  く 結果と考察》   
  集団の中でも 落ち着いて行動できるようになった。 活動に自信と 意欲が感じられるようになったケンカ 

が 少なくなった ，友達にやさしく 接しょうとするようになった ，などの点において・ A 男の育ちを確認、 

することができた。 

  A 男は集団からはみ 出す行動が多く ，そのことに 目が奪われがちであ るが，興味や 関心をもった 遊びに 

根気強くかかわろ う とする力があ る。 

  教師が A 男 J の良さを十分認め ，友達に伝えて い くような援助をしていくことで ， さらに良さが 発揮でき 

ると思われる。 

  教師は， A 男に対し話を 聞く 力 が少し弱いと 感じていたが ，紙芝居や竹馬の 発表のし方を 相談する場面 

では根気強く 聞く態度が見られ ， A 男の興味のもち 方や教師の援助のあ り方によって 左右されることも 

あ るが，本来聞く 力 は十分に育っていることに 気づいた。 
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W  研究の成果と 今後の課題 

1  研究の成果 

倣説 Ⅰ ほ ついて ) 

園生活の流れの 中で幼児が興味や 関心をもった 遊 

びを発表会に 取り入れたことで ，幼児一人一人の 良 

さが生かされたことが ，次の場面を 通して確かめる 

ことができた。 

Ⅲ 幼児同士教え 合っている場面 

(2) 困っている友達を 何とかしようと 助け合って 

いる場面 

(3) 思い思いの意見を 出し合っている 場面 

(4) 自分なりの課題を 見つけて取り 組もうとする 

場面 

(5) 友達の良さを 認め合っている 場面 

(6) 発表会を終えた 後の子どもの 声 

( 仮説 2 について コ 

個々の幼児の   思いを受け止めるために．次のよう 

な援助を工夫した。 

(1) 幼児が疑問に   思ったことを 教師がすぐに 答え 

るのではなく 幼児に返し一緒に 考えるように 

した。 

(2) 教師も幼Ⅰ 己 と共に楽しさを 共有しながら 幼児 

の 興味や関心を 把握するとうに 努めた。 

㈹ それぞれの個の 持ち味が発揮できるような 場 

面を設定した。 

そ う することにより ，自分の存在感や 友達 

の良さに気づき ，Ⅰ中間 とい ることの楽しさを 

味わい，元気に 生活する姿が 見られるように 

なった。 

2  今後の課題 

Ⅲ 一人一人の幼児を よ り理解するために ，教師 

間の共通した 幼児理解 ゃ 保育姿勢を再確認し 

保育カンファレンスの 実践をして い きたり。 

(2) 一人一人が生かされ ，主体的にかかわる 園 行 

事の精選をして い きたり。 

おわりに 

一人一，人の 幼児が幼稚園は 楽しい，友達や 先生と 

過ごすことは 楽しいと思えるような 園生活をと願い 

ながら研究を 進めてきました．研究としては ， まだ 

まだその入り 口に立ったばかりの 未熟なものですが 

自分の保育を 見つめ直す意義あ る機会となりました 

これからも，幼児を 愛し一人一人の 良さに目を止 

め ，幼児に学び ，幼児を生かす 保育を目指したいと 

思います。 

これまでの 6 ケ 月の研究期間を 多くの人的 境 環境 

物的環境に恵まれ ，無事ににゃ 努下 ることができまし 

た。 研究期間中，やさしく 丁寧に 御 指導くださいま 

した浦添市教育委員会の 上 ヒ嘉 美也子指導主事・ 宮城 

久子指導 係 主査，研究所に 快く送り出してください 

ました金城 政弘 園長，金城文子 副 園長，陰ながら 支 

えてくれた職員の 皆様に心から 感謝申し上げます。 

また，いつでも 研究を励まし 見守ってくださった 

研究所の田中一郎所長， 高 原麦 哲 係長 冨 間 正和 指 

尊主事，温かい 言葉をかけてくださった 職員の皆様， 

最後に 6 ケ 月間，楽しさも 苦しさも共にした 研究員 

の メンバ一に厚くお 礼を申し上げます。 
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